
 

 
平成29年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 
教科目名 ＲＣ構造Ⅰ 担当教員 上原義己 
学年学科 ４年 建築学科 通年 必修 2単位(学修)  
学習・教育目標 （Ｄ－２ 力学）1００％ JABEE基準１（１）：（ｄ） 

授業の目標と期待される効果： 
これまでの構造関連科目の知識と工学実験

で得られた知識と技術を基礎に、材料的複合構
造であるＲＣ構造の許容応力度設計法に基づ
いた以下の部位についての部材断面算定法を
習得する。 

 
①梁の断面設計 
②スラブ、階段の設計 
③柱の断面設計 
④耐震壁、基礎、杭の設計 

成績評価の方法：  
前期中間試験100点＋前期期末試験100点 
後期中間試験100点＋後期期末試験100点 
とし，400点の総得点率（％）によって成績評価を行なう。なお、成
績評価に教室外学修の内容は含まれる。 
達成度評価の基準： 
外力により部材断面に生じる応力と設計式との関係を解説と演習に
より修得するが、一級建築士試験と同程度の問題を上記試験で出題
し、下記の水準までに達し、総合して６割以上の正解率に達してい
ること。 
 
①梁の断面設計に関する問題をほぼ正確（６割以上）に解くこと

ができる 
②スラブ、階段の設計に関する問題をほぼ正確（６割以上）に解

くことができる 
③柱の断面設計に関する問題をほぼ正確（６割以上）に解くこと

ができる 
④耐震壁、基礎、杭の設計に関する問題をほぼ正確（６割以上）
に適用することができる 

授業の進め方とアドバイス： 

授業は、教科書と板書を中心に行うので、各自学習ノートを充実させること。 材料力学と構造力学等の知識を要し、

その充分な復習と理解が要求される。授業には、関数電卓またはプログラム電卓（PC）を必携すること。 

教科書および参考書： 
教科書：鉄筋コンクリート構造入門［改訂2版］（松井源吾監修・西谷 章著、鹿島出版会、2012.12） 
参考書：一級建築士試験問題と解説（霞ヶ関出版） 

授業の概要と予定：前期 教室外学修 ＡＬのレベル 

第 １回：コンクリートと鉄筋の力学的性質 
該当する工学実験Ⅰレポ
ートの復習 

 

第 ２回：鉄筋コンクリートの力学的挙動 
精算式の誘導 

 

第 ３回：梁の構造設計に関する概略  

第 ４回：ExcelによるＣ1，Ｃ2の算出（１） Ｃ1，Ｃ2算出プログラムの
作成 

 

第 ５回：ExcelによるＣ1, Ｃ2の算出（２） Ｃ 

第 ６回：梁の構造設計（演習１） 
梁の断面設計課題演習 

 

第 ７回：梁の構造設計（演習２） Ｃ 

第 ８回：中間試験 

第 ９回：略算式による梁の設計 
略算式による梁の断面設
計課題 

 

第１０回：梁に生ずるせん断応力分布と肋金の設計（１） 
３年次に修得した、モーメ
ント勾配を有する梁の断
面に生ずるせん断応力度
分布の復習 

 

第１１回：梁に生ずるせん断応力分布と肋金の設計（２） Ｃ 

第１２回：スラブから大梁への力の流れ 
小梁の位置に依存する力
の流れの確認 

 

第１３回：大梁のＣ，Ｍo，Ｑの算定 
たわみ角法の復習、Ｍ図に
ついての復習 

Ｃ 

第１４回：床スラブに作用する外力、単位梁の概念 
直行スラブに作用する分
布荷重の確認 

Ｃ 

期末試験 

第１５回：期末試験模範解答の解説および成績評価の説明、断面設計総論 

 
 
 



 

授業の概要と予定：後期 教室外学修 ＡＬのレベル 

第１６回：スラブの配筋設計 スラブの断面設計演習 Ｃ 

第１７回：片持階段の設計 梁の断面設計の復習  

第１８回：斜めスラブ階段の設計 
床スラブの断面設計の復
習 

 

第１９回：Excelによる柱断面の算出（１） 柱断面に生ずる応力度の
精算 

 

第２０回：Excelによる柱断面の算出（２）  

第２１回：柱の断面設計（演習１） 
断面設計演習 

 

第２２回：柱の断面設計（演習２） Ｃ 

第２３回：中間試験 

第２４回：耐震壁の配筋設計 壁に生ずるせん断応力度
と、主応力度の方向につい
て、３年次材料力学の復習 

 

第２５回：開口部のある耐震壁の配筋設計 Ｃ 

第２６回：独立基礎の設計 垂直応力度と梁の断面設
計の復習 

 

第２７回：独立基礎の設計（演習） Ｃ 

第２８回：杭基礎の設計 力の釣り合いと、４次の微
分方程式の解の復習 

 

第２９回：杭基礎の設計（演習） Ｃ 

期末試験 

第３０回：期末試験模範解答の解説および成績評価の説明、許容応力度設計法総論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価（ルーブリック） 
達成度 

評価項目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 

梁の断面設計に関する問題

を正確(8割以上)に解くこ

とができる。 

梁の断面設計に関する問題を

ほぼ正確(6割以上)に解くこと

ができる。 

梁の断面設計に関する問題をほ

ぼ正確に解くことができない。 

② 

スラブ、階段の設計に関す

る問題を正確(8割以上)に

解くことができる。 

スラブ、階段の設計に関する問

題をほぼ正確(6割以上)に解く

ことができる。 

スラブ、階段の設計に関する問

題をほぼ正確に解くことができ

ない。 

③ 

柱の断面設計に関する問題

を正確(8割以上)に解くこ

とができる。 

柱の断面設計に関する問題を

ほぼ正確(6割以上)に解くこと

ができる。 

柱の断面設計に関する問題をほ

ぼ正確に解くことができない。 

④ 

耐震壁、基礎、杭の設計に

関する問題を正確(8割以

上)に解くことができる。 

耐震壁、基礎、杭の設計に関す

る問題をほぼ正確(6割以上)に

解くことができる。 

耐震壁、基礎、杭の設計に関す

る問題をほぼ正確に解くことが

できない。 

 


